
1.活動の概要
2007年4月，都市文化研究センター（Urban-Culture

ResearchCenter，以下，UCRCと略す）が誕生して以

来，UCRCでは，先端レベルの研究成果を生み出し，

大阪市立大学大学院文学研究科を世界最高水準の研究・

教育拠点にするための活動を展開してきた。

UCRCは，文学研究科の共同研究を主導するととも

に，文学研究科に関係する大学院生，若手研究者への高

度な教育・研究支援，文学研究科教員への利便性の高い

研究支援方策の提供などを目的として活動している。

そのため第一に，大阪市立大学の学内競争的資金であ

る「戦略的研究（萌芽研究・重点研究）」などに応募し，

研究資金を獲得して多角的，機動的な研究活動を行って

いる。2015年度は，「戦略的研究」への応募の結果，

「基盤研究」2件と「若手研究」3件が採択された。

さらに，G-COEに準ずる競争的資金である日本学術

振興会「頭脳循環を加速する戦略的若手研究者海外派遣

プログラム」では，「EU域内外におけるトランスロー

カルな都市ネットワークに基づく合同生活圏の再構築」

（2012～2014年度）が前年度末で終了した。2015年度は

日本学術振興会の後継事業である「頭脳循環を加速する

戦略的国際研究ネットワーク推進プログラム」に新たに

チャレンジしたが，惜しくも採択をのがした。

また，UCRCは，2015年度から，研究資金を付与し

つつ文学研究科の組織的研究プロジェクトの推進を支援

する「研究科プロジェクト推進研究」を実施することと

した。「研究プロジェクト推進研究」は基本的に単年度

の共同研究を支援するものであり，2015年度は，「釜山

大学校民族文化研究所との共同研究」が支援の対象となっ

た。同共同研究には，佐賀朝教授（日本史学），伊地知

紀子教授（社会学），川野英二准教授（社会学），山祐嗣

教授（心理学），高島葉子准教授（表現文化学），滝沢潤

准教授（教育学），網野薫菊特任助教（UCRC）ら文学

研究科教員に加え，UCRC研究員（稲永祐介，松井広

志，上原健太郎）も参加し，釜山大学と活発な共同研究

を行っている。

大学院生・ODなど若手研究者に対する支援事業とし

ては，若手研究者への発表機会の提供を目的に，雑誌

『都市文化研究』と，英文電子ジャーナル『UrbanScope』

を引き続き編集・発行している。

また，UCRC研究員制度を継続し（「表 2015年度研

究員一覧」参照），学位修得の支援，研究環境の整備に

努めた。企業・財団などによる研究・留学資金提供につ

いても恒常的に情報提供を行っている。なお，UCRC

研究員制度は文学研究科以外にも門戸を開いており，学

内他部局や学外からの参加者も少なくない。

研究成果を市民に還元する事業として，上方文化講座

を継続して開催したほか，文学研究科叢書第9巻刊行に

向け編集を進めている。

2.運営委員会
UCRCは効果的な研究活性化支援を目的に，2015年

度，運営組織を大幅に変更した。まず，従来の所長・副

所長・事務スタッフに加え，UCRC特任助教を採用し，

事務局機能を強化した。加えて，従来総勢20名弱から

なっていたコア・メンバー会議を再編し，研究科長・副

研究科長・UCRC所長・UCRC副所長・UCRC特任助

教の5名に，3名の運営委員を加えた総勢8名の運営委

員会が，UCRCの運営を総括することとした。2015年

度UCRC運営委員会委員は以下の通りである。

文学研究科研究科長：小田中彰浩教授（表現文化）

文学研究科副研究科長：仁木宏教授（日本史）

所長：大場茂明教授（地理学）

副所長（事務局長）：野村親義准教授（東洋史学）

事務局：網野薫菊特任助教（UCRC），石川優（スタッフ）

運営委員会委員：佐賀朝教授（日本史学），草生久嗣

准教授（西洋史学），滝沢潤准教授（教育学）

以上のほか，UCRC研究員もスタッフとして研究活

動に参加しており，その活動は研究上の履歴ともなる。

●UCRCのホームページ

http://www.lit.osaka-cu.ac.jp/UCRC/

日本学術振興会「頭脳循環を加速する若手研究者戦略

的海外派遣プログラム」に申請し，2012年度に事業名

「EU域内外におけるトランスローカルな都市ネットワー

クに基づく合同生活圏の再構築」で採択された。担当研
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究者は，大場茂明（主担当），大黒俊二，北村昌史，福

島祥行，海老根剛，草生久嗣の6名である。補助金総額

は52,540,600円で，2012年度～2014年度に，ドイツ・

フランス・イタリアへ，計7名の若手研究者を派遣した。

本事業を締めくくる総括シンポジウムとして，2015

年3月22日に本学高原記念館学友ホールにて，国際シ

ンポジウム「ヨーロッパ都市における対立，共存，排除」

を開催した。フランツ=ヨーゼフ・アーリンクハウス氏

（ビーレフェルト大学教授），マリア・ジュッゼピーナ・

ムッザレッリ氏（ボローニャ大学教授）による講演，派

遣中の1名を除く6名の若手研究者の研究発表に加えて，

若手研究者によるパネルディスカッション「若手研究者

派遣プログラムの成果と課題」を行った（プログラム

の詳細については，本事業WEBサイトを参照のこと

http://ucrc.lit.osaka-cu.ac.jp/zuno/）。

本プログラムは2015年3月末をもって終了したが，

派遣された若手研究者は，自身の研究に精力的に取り組

むのみならず，派遣先で種々の催しに積極的に参加し，

現地での知的ネットワークを構築・拡大しようと努め，

国際共同セミナーのコーディネートにも積極的に関わっ

た。こうした経験は，本事業のWebサイト「月例報告」

として公表されている。

また，彼らを含む若手研究者は，本事業による各種の

催しに参加し，発表する多くの機会を得た。特に，ドイ

ツ，イタリアに留学した若手研究者たちは，互いに訪問

し合い，ボローニャ，ビーレフェルトで開催された国際

共同セミナーにも参加して，留学地にとどまらず，ヨー

ロッパ各地にて見聞を深めることができた。2015年3

月の国際シンポジウムでは，パネルディスカッションの

ディスカッサントとして派遣先での経験を報告し，当日

参加したUCRC研究員や大学院学生に，海外での長期

にわたる研究活動に対する大きな刺激を与えた。

なお，本事業による国際共同セミナー，国際シンポジ

ウムにおける報告と討論は，基本的に英語で行われたこ

とも挙げておきたい。これは，国際的に研究成果を発信

する能力を醸成するという面でも，今後の若手研究者の

研究の発展に寄与するものといえよう。

1.研究課題（継続2年目）
都市・大阪に関する文化資源・社会調査データアーカイ

ブの構築

―二次分析を通じた新たな研究主題の創出―

2.研究組織，協力・共同研究体制，研究経費，

研究目的
前年度と同じ（『都市文化研究』17号，160頁を参照の

こと）

3.研究成果の報告
ⅰ）既存の各データベースを統合するための準備作業

資料種別ごとに整理方針を決め，資料分類方法とデータ

取得項目を決定，資料内容の調査・データ入力を行った。

（1）旧萬年社所蔵資料，（2）エル・ライブラリー収蔵資料

（3）社会調査データ（量的データ），（4）社会調査データ

（質的データ）

ⅱ）整理手法確立とデータ項目の決定，データベース整備

上記（1）～（4）に共通するデータ項目の調査を行い，相

互に連携可能なデータベース構築のための調整や協議を

行った。

ⅲ）共同研究の実施，研究会・シンポジウムの開催

連続セミナー（研究会）を合計4回開催した。

また，2015年1月30日に，市立大学梅田サテライト

大講義室にて，重点研究シンポジウムを開催した。コー

ディネーター：伊地知紀子，報告者：川野英二，谷合佳

代子（エル・ライブラリー），村上晴美（本学創造都市

研究科），篠田徹（早稲田大学），島田克彦（桃山学院大），

福原宏幸（本学経済学研究科）。

ⅳ）研究成果の発進：データベース構築とウェブ公開

「都市・大阪に関する文化資源・社会調査データアーカ

イブ」を完成させ，ウェブにて公開，運用を開始した。

（http://www.lit.osaka-cu.ac.jp/soc/i_juten2013/）

今後も，学内外の関連するデータベースをネットワー

ク化し，国内外に注目される資料収集・保存・共有を進

めて行く予定である。

1.研究課題（継続2年目）
豊臣大坂城・城下町の総合的研究 ―「落城」400周

年，文理融合・博学連携プロジェクト―

2.経過と成果
①理学研究科の山口覚教授の協力を得て，本丸北側の

山里丸地区において電気比抵抗探査を行った。高比抵抗
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層の下面が豊臣期の遺構面に対応すると判明した。②大

阪城本丸地区についてレーザーによる3次元計測にもと

づき1/500地図を作成した。③天守閣などの構築物を

含め対象地域の全3次元データを取得した。これによっ

て，地表の微妙な起伏，石垣の形状，天守閣の立体的把

握など，PC上で3次元立体物として表示し，研究のた

めに各部を検討するなど，目的に応じた加工が可能となっ

た。

本研究の成果公開のため2014年3月に開催した連続

講座「大阪城の地中を探る」（大阪歴史博物館講堂）な

らびに，本研究の一環として開催した大坂城下町研究会

（計10回）の成果を，大阪市立大学豊臣期大坂研究会編

／大澤研一・仁木宏・松尾信裕監修『秀吉と大坂 ―城

と城下町―』（和泉書院，2015年9月）として刊行した。

本研究は，公益財団法人大阪市博物館協会に属する博

物館施設（大阪歴史博物館，大阪城天守閣など）などと

の共同研究である。大阪市博物館協会と公立大学法人大

阪市立大学との間に締結した包括連携協定（博学連携）

の一環として実施されたものである。また，本研究に併

行して，2013～2014年度に日本学術振興会科学研究費

補助金・萌芽研究「文理融合による大坂城中心域の構造」

を推進した。

1.研究課題
豊臣大坂城山里曲輪の石垣復元 ―文理融合・博学連

携プロジェクト―

2.研究組織
研究代表者（仁木）をふくめ，計11名で構成。文学

研究科3名（仁木，塚田，岸本），理学研究科2名，生

活科学研究科1名，大阪歴史博物館など市の研究機関3

名，他大学1名，他府県の研究機関1名。

3.研究目的・内容
大阪城は国の特別史跡であるため，学術目的であって

も発掘調査はきびしく制限されている。そのため地下に

眠る豊臣期大坂城については，古絵図をもとに復元研究

がなされてきた。しかしそうした絵図の信憑性を確認す

るとともに，絵図には記されていない石垣の高さや堀の

深さを測るための調査法を発掘以外の手段で開発する必

要がある。本研究では，スェーデン式サウンディング試

験（調査）を導入した。直径 2cm弱の金属製の棒を地

中に垂直に貫入し，その抵抗値を分析することで，地下

の地層の堅さ，岩石など非貫入物質の位置等を検知する。

これによって豊臣期の地表面，石垣の石や裏込め石など

の正確な場所，海抜高度などを割り出し，豊臣期大坂城

の実態解明につとめる。

4.研究経過
2015年9月7～11日，大阪城本丸北側の山里丸で調

査を実施した。調査は専門業者に委託し，研究代表者な

どが立ち会った。計65ポイントで延べ約 250m分の貫

入試験を実施した。12月に成果を確認する研究会を開

く。年度内に，追加調査を実施する予定である。

1.研究課題
地域住民参加型の演劇活動を通したコミュニティ防災

の推進に関する実証的研究

2.研究組織
研究代表者：佐伯大輔

研究分担者：中川 眞教授（文学研究科），福島祥行

教授（文学研究科）

3.研究概要
本研究は，地域住民が演劇活動に参加することを通し

て，地域の防災力を向上させることを目的としている。

従来の防災教育プログラムでは，防災に関する知識を専

門家が解説する講義や避難訓練という形式で進められて

きた。この方法では，個人レベルでの防災知識・スキル

の向上は期待できるが，災害時には，さらに，近隣住民

どうしの助け合いが必要とされる。そのためには，平時

から，近隣住民どうしの間で信頼関係や連帯感を培って

おく必要がある。そのための方法として，演劇活動は有

効と考えられる。演劇では，複数のメンバーが共通の目

的をもって，数カ月以上の期間，協同活動を継続して行

うため，メンバー間の信頼関係や連帯感が強く形成され

る。また，演劇には子どもから大人まで幅広い年齢層の

住民が参加するため，世代間の人間関係も築くことがで

きる。

このような観点から，本研究では，地域住民が演劇活

動に参加することが，地域の防災力向上にどのような効
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果をもたらしているのかを，客観的な方法を用いて明ら

かにすることにより，防災教育プログラムの有効性を評

価することを目的とする。研究対象として，CERD（大

阪市立大学都市防災教育研究センター）による防災教育

活動の実績のあるスミヨシ・アクト・カンパニー（SAC）

を選定した。

2015年11月24日の時点では，2016年2月21日の講

演に向けての，テーマ設定（8～9月），台本作成が行わ

れ（9月～10月），稽古が開始した状態である。台本作

成では，大学近隣に在住するメンバー（約20名）が，

ストーリーの組み立てからセリフの考案を協同で行った。

今後は，これらの協同活動を通して，メンバー間の社会

的関係がどのように変化するかを，質問紙調査によって

検討する予定である。

1.研究課題
本研究の研究課題は「難波宮の包括的研究―学際性と

国際性の追究―」である。

2.研究目的
本研究は，645年に孝徳天皇によって遷都されたと伝

えられる難波長柄豊碕宮（いわゆる前期難波宮）につい

て，文献史学・考古学・建築史学などによる学際的・国

際的な研究を進めると同時に，シンポジウムの開催等に

より，その成果を広く社会一般に周知することを目的と

している。

3.研究の内容
645年の乙巳の変を端緒とする「大化改新」や，それ

を契機に造営された前期難波宮について多角的に検討を

進めるため，昨年度立ち上げた「難波宮研究会」をベー

スに活動を展開した。

この研究会は，市大と大阪歴史博物館・大阪文化財研

究所の研究者との共同研究の場である。日本史学や東洋

史学，考古学，建築史など幅広い分野の専門家が集まり，

難波宮関連遺跡の最新状況や，大化改新論などについて

議論し，あわせて東アジア的な視点からの7世紀日本列

島史の再検討を行った。

これらの研究成果の総括・公開と同時に，さらなる研

究の飛躍を目指し，海外から研究者をまじえた国際シン

ポジウム「難波宮と大化改新Ⅲ」を開催するべく，研究

会のメンバーを中心に準備を進めている。

4.研究成果
既述の難波宮研究会をほぼ隔月で開催し，参加者各自

の興味・関心に沿いながら7世紀史や難波宮について議

論を深めた。研究会の構成員は，市川創（大阪文化財研

究所），岸本直文（大阪市立大学），積山洋（大阪文化財

研究所），高橋工（同左），村元健一（大阪歴史博物館），

李陽浩（同左），磐下徹（大阪市立大学）の7名である。

また，2016年2月には，本学の田中記念館で国際シ

ンポジウム「難波宮と大化改新Ⅲ」（大阪市博物館協会・

大阪市立大学包括連携協定企画）を開催する予定である。

ここには，中国社会科学院考古研究所の朱岩石氏，韓国

水原大学校の梁正錫氏をお招きし，難波宮について国際

的な観点から議論を深めていきたいと考えている。

1.研究課題
本研究の題目は，「大阪市西成区で活動するアートプ

ロジェクトに関する地域実態調査」である。

2.研究目的
本研究の目的は，アートプロジェクトの地域社会への

影響を実証的に分析することである。アートプロジェク

トとは，芸術家個人やNPOを主体として，街場の空き

家やオープン・スペースの中で展開される芸術活動であ

る。その特徴は，芸術活動を中心としつつも，貧困地域

における社会包摂や中山間地域における地域活性化など

多様な実践を行っている点にある。

2000年代以降，アートプロジェクトの活動が全国的

に広がる中で，アートマネジメントや社会学分野で研究

が蓄積されてきた。先行研究における論点の一つが，活

動の舞台となる地域社会とアートプロジェクト活動の関

係性である。しかし現時点では萌芽的な研究がいくつか

見られるのみで，十分な実証的研究は見られなかった。

大阪市では，近年，全国レベルでも著名なアートプロジェ

クト活動が見られる。こうした大阪市の状況を踏まえ，

アートプロジェクトが地域に与える影響を調査・分析す

ることで，既存の研究に対して新しい知見を提示するこ

とが本研究の目的である。
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3.研究の内容
本研究は，大阪市西成区で活動するブレーカー・プロ

ジェクト実行委員会とNPO法人こえとことばとこころ

の部屋を対象とし，各組織の活動実態を調査するととも

に，地域社会への影響を住民への聞き取り調査を通して

明らかにする。具体的には，両組織のメンバーに対する

聞き取り調査，両組織の主催するイベントへの参与観察，

そして町内会の主要メンバーに対する聞き取りである。

4.進捗状況
本年度4月以降，共同研究者と月1回程度の間隔で議

論の場をもうけ，先行研究のレビューを中心とした検討

作業を行ってきた。こうした研究会での議論を発展させ，

年度末には若手社会学者をあつめ研究交流会を開く予定

である。

調査は，本年度4月から月1回から2回程度，ブレー

カー・プロジェクトのサポートスタッフとして活動に参

加し，参与観察をしながら芸術家と地域住民の交流に関

するデータ収集に努めた。今後は，ブレーカー・プロジェ

クトのスタッフ9人に対する生活史調査を行う予定ある。

また，地域住民に関しては，山王地区・今宮地区の町内

会長に聞き取りを行い地域の現状について聞き取りをす

る予定である。

1.研究課題と計画の概要
本研究は「将来予測人口を加味した救急隊配置計画に

関する研究―大阪市を事例として―」という課題名の研

究である。

医師不足による救急病院の受入れ停止や高齢化に伴う

医療需要の増加により，救急搬送時間の長時間化が社会

問題となっている。政府・地方自治体の財政事情が厳し

くなる中，限られた救急隊のキャパシティで，救急隊の

現場到着時間をできるだけ地域全体にわたって短縮する

必要性に我々は迫られている状況である。大阪市は全国

の中でも急激な高齢化を迎えており，その高齢化の度合

いも地区によって異なるため，地区ごとの将来人口構成

をふまえた救急隊増隊計画を策定する必要性があり，将

来予測人口を加味した救急隊の配置方法について研究課

題とする。

本研究では，以下の3点に関して明らかにすることに

より，研究目的を達成する。①.平成22年～26年に大

阪市内で発生した全救急搬送記録をもとに，町丁・大字

単位で119番の件数を集計し119番の多発する地区.や

119番要請が増加傾向にある地区を明らかにする。②.

①で整備した消防局のデータを用いて，1）消防局デー

タから平成32年の町丁・大字ごとの119番件数を推計

する。2）コホート要因法により推計された「将来推計

人口データ」と消防局データから平成32年の町丁・大

字ごとの119番件数を推計する。この2つの推計から大

阪市内の将来的な救急需要を明らかにする。③.②から

推計された救急需要を用いて，立地配分モデルを用いて，

大阪市内で救急隊の増隊を優先するべき消防署や分署を

明らかにする。

2.2015年度の研究活動
大阪市消防局より平成25，26年における全救急覚知

データを収集し，11月現在，過去の収集分を合わせて

平成22～25年の市内における救急覚知場所の整備が終

了している。また，「将来推計人口データ」についても，

町丁・大字別の整備を終えており，平成32年における

救急需要を明らかにし立地配分モデルによる市内の増隊

候補地点の選定を行っている。本研究の中間報告として，

本学都市防災教育研究センター主催の「第 2回 Science

Cafe（防災研究座談会）」にて，大阪市内の救急覚知の

特徴や課題について発表を行った。

1.プロジェクト開始の経緯とねらい
UCRCは，2010年以来，釜山大学校韓国民族文化研

究所との研究交流を継続的に展開してきた。2015年2月，

同研究所から所長をはじめ3名の研究者を招いて大阪市

大で開催した釜山大とのワークショップにおいて，釜山

側から共同研究の提案があった（テーマは「都市と共生：

人，空間（基盤施設），文化（制度，政策）」）。

これを受け，UCRCでは，5月のUCRC運営委員会

で釜山から提案のあった共同研究を文学研究科教員・

UCRC研究員を対象とした公募メンバーによって進め，

研究科長裁量経費で助成する方針を決定，6～7月に共

同研究メンバーの公募を実施し，メンバーを選定した。

プロジェクトのねらいは，①2010年以来の釜山大学

校韓国民族文化研究所との研究交流を，実質的な意味で

の共同研究に発展させること，②文学研究科教員の異分

野間における共同研究を促進し，将来的な学内外の研究
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資金獲得なども想定した共同研究の萌芽を見出し育てる

こと，③UCRC研究員の共同研究活動への積極的参加

を通じて各自の研究の促進と，UCRC研究員や文学研

究科教員との共同研究の輪を広げること，の三つである。

2.共同研究参加メンバーの構成
大阪市大側は，上記の趣旨に沿って，文学研究科教員

6名に若手研究者3名を加えたメンバーを選定した。

伊地知紀子／川野英二／佐賀 朝／高島葉子／滝沢 潤

／山 祐嗣（以上，教員）／稲永祐介／上原健太郎／

松井広志（以上，UCRC研究員）／全ウンフィ（支援

者）

他方，韓国民族文化研究所側は，両組織による共著本

の執筆者を想定して共同研究メンバーを選抜しており，

全員が同所のHK教授である。

車喆旭／李�峰／張世龍／趙正民／曺鳴基

3.共同研究活動の開始・展開
本プロジェクトでは，学内研究会の定例開催と，3回

にわたる両組織の共同研究会・国際共同シンポジウムを

両軸として活動を展開中であり，2015年11月末時点で

以下の活動を実施した。

（1）9月30日 第1回学内研究会（文学部会議室）

市大側参加者全員の自己・研究紹介，上原・松井によ

る研究報告を行い，今後の方針などを協議した。

（2）10月21日 第2回学内研究会（文学部会議室）

第1回共同研究会に向けて，山・川野の準備報告と討

議を行い，今後の方針について協議を行った。

（3）11月7日 第1回共同研究会（釜山大学校）

参加者：川野・佐賀・高島・山・稲永・上原，全

釜山側参加者：車・趙・李・張（金東哲所長も同席）

丸一日にわたり，参加者全員の研究概要紹介と山・李・

川野の研究報告，今後の共同研究に関する協議を行った。

研究報告では大幅に予定時間を超過する形で活発な議

論が行われ，かなり突っ込んだ議論が行われた。今後の

予定についても，具体的な協議を行うことができた。

4.今後の共同活動予定
（1）学内研究会

12月から2月にかけて，引き続き定例的に学内研究

会を開催し，研究報告や討議を重ねる。

（2）第2回共同研究会

2016年1月7～10日の間に大阪市大で開催の予定。

（3）国際共同シンポジウム

2月19～22日の間に釜山大で開催の予定。

上記の（2）（3）は連動した企画とし，それぞれ2日間

にわたり，市大側・釜山側の研究者による研究報告と討

議を一連のものとして実施し，釜山側が予定している共

著本の刊行に向けた準備と位置付ける。

以上により，両組織の継続的共同研究を来年度にわた

り展開することを念頭に，これを母体としてUCRC内

部における新たな共同研究の可能性も追求していく。

①2014年度委員
川野英二（文学研究科准教授，社会学）

久堀裕朗（文学研究科准教授，国語国文学）

磐下 徹（文学研究科准教授，日本史学）

祖田亮次（文学研究科准教授，地理学，編集委員長）

滝沢 潤（文学研究科准教授，教育学）

長谷川健一（文学研究科講師，ドイツ語フランス語圏

言語文化学，17号編集主任）

平田茂樹（文学研究科教授，東洋史学）

イアン・リチャーズ（文学研究科准教授，英語英米文

学）

②昨年度からの変更
・編集主任 長谷川健一（2014年度）→滝沢 潤（2015

年度）

・編集委員 佐賀朝（2014年度）→ 磐下 徹（2015年

度）

UrbanScopeは，2010年6月の創刊以来，日本やアジ

アの歴史・都市・文化にかんする翻訳 12本，研究論文

3本，研究ノート1本を掲載してきた。2011年より国内

および国外の研究者による査読を実施し，国際的査読体

制の確立に努めてきた。国外からのアクセスをみると，

英語圏では，従来のアメリカ，イギリスに加えて，オー

ストラリア，カナダの読者の増加がうかがえる。これ

は，海外の日本研究機関のWebサイトにUrbanScopeの
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URLをリンクしてもらう等，地道な努力に拠るもので

ある。また，ロシア語文献に引用される論文も出ている。

2015年度の取組としては，5月にUrbanScope6号を

刊行した。7号については，掲載予定の日本語論文2本

の英訳を依頼し，現在翻訳作業が行われている。投稿論

文は，応募が2本あり，現在査読中である。

編集委員会（委員長：井上徹，編集主幹：松浦恆雄，

仁木宏）では，文学研究科叢書第9巻として，前年度に

引き続き，日本学術振興会の「頭脳循環を加速する若手

研究者戦略的海外派遣プログラム」として採択された研

究課題「東アジア都市の歴史的形成と文化創造力」（2011-

13年度）の総括シンポジウムにおける報告を中心に据

えた論文集の編集を進めた。収録論文の決定，執筆者と

の交渉などを順次終えた段階で，全体の構成を考慮して

新たに論文1篇と問題提起1篇を追加した。書名は『東

アジアの都市構造と集団性 伝統都市から近代都市

へ 』。趣旨説明1篇，論文11篇，問題提起3篇と

いう構成である。そのうち論文は，第1部都市社会の構

造と変容，第2部都市の文化的特質，第3部近代都市の

創生の3部に分かれる。2016年の刊行を目指している。

1.長尾明日香「近代植民地都市における政治

と都市文化―特に代議制，民主主義との関

連で―」
（1）目的

近代植民地において都市は植民地統治の要であり，代

議制・民主主義発展の主な舞台であった。本プロジェク

トの目的は，歴史的・社会的背景の多様さから地域間比

較の少ない近代植民地研究を，代議制，民主主義に関す

る表象や語りという枠組みで結ぶことである。

（2）活動実績

本プロジェクトの核は，多様な近代植民地，近代帝

国の若手研究者をお招きして実施した下記研究会であっ

た。

日 時：2015年1月10日（土）13:00-19:00

場 所：AP大阪駅前梅田1丁目

報告者：

長尾明日香（UCRC研究員）

「19世紀インド西部における植民地統治体制と都

市自治体」

吉田 信（福岡女子大学）

「オランダ領東インドの住民区分と統治」

堀内隆行（金沢大学）

「19―20世紀のケープとリベラリズム」

米岡大輔（桃山学院大学，UCRC研究員）

「帝国を跨ぐ人々―近代ボスニアにおけるイスラー

ム教徒の『帰属』をめぐる諸問題（1878-1918）」

長尾は，近代植民地研究への近年の学術的諸潮流の援

用の可能性を指摘し，具体例として1840-60年の英領シ

ンド地方への都市自治体制度導入を報告した。吉田は，

蘭領東インドにおける住民区分の変遷や，「雑婚」規定，

混血に対するオランダ社会の見方等を解説した。堀内は，

19世紀中期の英領ケープのリベラリズムの二面性や，

「ミルナー・キンダーガルテン」の活動等を解説した。

米岡はボスニア・ヘルツェゴヴィナの歴史的背景や，改

宗による「ボスニア人」の形成，イスラム教徒の移住等

を解説した

（3）成果

近代植民地の多様性と共通項が見出され，近代多民族

帝国研究との接点が探られた。交流の少ない地域間の，

画期的な情報交換，議論，人脈作りの場となった。

（4）今後の課題

研究会で形成された分野間の相互理解や人脈を生かし，

近代植民地，近代多民族帝国の代議制や民主主義の比較

研究をさらに発展させ，出版するのが今後の課題である。

2.松井広志「現代社会における「趣味」と

「仕事」に関する共同研究―模型製作者と居

酒屋経営者を事例に―」
（1）プロジェクトの目的と内容

本プロジェクトの目的は，趣味と仕事の関係に注目し

た調査によって，現代社会における文化や労働の意味を

再考することであった。現代社会では文化と労働が密接

に関連しつつも，それぞれに固有の経験が存在すること

が推測される。そこで，申請者である松井と上原がこれ

まで各々の研究で培ってきたコネクションを活かし，共

同研究というかたちで上記の課題に迫った。

松井は，2014年11月に東京都で模型の製作代行や完

成品販売を行う人々に対するインタビュー調査を実施し

た。また，模型関連企業の年鑑や模型専門雑誌，同人誌

の複写を行った。

上原は，沖縄県で居酒屋を経営する若者集団に対し，
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2014年7月・9月，2015年1月に参与観察・インタビュー

調査を実施した。特に，イベント開催に着目した。

今後の課題としては，これらを関連付けた考察を行う

必要があるだろう。

（2）研究成果

本プロジェクトの成果を含んだ松井・上原の研究成果

は，以下の通りである。

（論文）

・松井広志，2015，『〈メディアとしてのモノ〉の文化社

会学―日本社会における「模型」の形成と変容を中心

に―』大阪市立大学博士学位申請論文（平成26年度）．

・松井広志，2015，「メディアの物質性と媒介性 模

型史からの考察」『マス・コミュニケーション研究』

87，日本マス・コミュニケーション学会，77-95．

・上原健太郎，2014，「ネットワークの資源化と重層化

沖縄のノンエリート青年の居酒屋経営を事例に」

『教育社会学研究』第95集，47-66.

（口頭発表）

・松井広志，2014，「フィギュアとジェンダー／セクシュ

アリティ メディア史からの再考」日本マンガ学

会第14回大会，京都精華大学，2014年6月．

・上原健太郎，2015，「ネットワークを活用する／に埋

め込まれる 居酒屋を経営する沖縄の若者集団」

エスノグラフィー研究会，慶應義塾大学，2015年9

月

3.木戸沙織「ルクセンブルク学研究会」
今年度も従来の活動を継続し，研究発表会の開催，お

よび論文集『ルクセンブルク学研究』第5号の刊行を行っ

た。詳細は以下の通り。

＜第14回研究発表会＞

日 時：2014年11月9日（日）13時半～17時半

場 所：西宮市大学交流センター

発表者：石部尚登（日本大学）「『方言』の書記化：

ワロン語正書法の歴史から」

柴崎隆（金城学院大学）

「いわゆる“ライン方言（Reinisch）”の言語的特

徴 ―ケルン方言を中心に」

田原憲和（立命館大学）

「アントワーヌ・マイヤーはルクセンブルク語を

どのように見ていたか」

田村建一（愛知教育大学）

「ルクセンブルク語北部方言の特徴」

今年度の研究発表会は，ベルギー研究会と合同で行っ

た。ルクセンブルクとベルギーはともに複数の公用語を

持つ多言語国家であるが，実際の言語状況は大きく異なっ

ている。そこで，互いの事例について理解を深め，議論

する場として合同研究会を企画した。ルクセンブルクで

は，都市の多言語性が経済面を中心に国家の活性化の原

動力となっているのに対し，ベルギーでは国家分裂の要

因となっている。この多言語性が持つ「求心力」と「遠

心力」について，双方の立場から，さらには日本人とし

ての立場から比較検討がなされた。また，今後も合同研

究会や情報交換を行い，交流を深めることを確認した。

＜『ルクセンブルク学研究』第5号＞

【論文】CHUJO,Takeshi・Laprobl�matiquedel・

<<int�gration>>-Analysedudiscourssurlapoli-

tiqued・accueildel・�trangerauLuxembourg・

【研究ノート】津田雅之『1920年代のルクセンブルク

におけるアリーヌ・マイリッシュのサロン』

今号には，論文1編，研究ノート1編が寄せられた。

このうち論文は，上記の合同研究会をきっかけとして投

稿されたものである。合同研究会の際，本プロジェクト

の活動を紹介する上で当論文集が大変有効であったこと

から，ルクセンブルクに関する研究成果を広く公開する

場として論文集の重要性を再確認した。今後も継続して

刊行し，他分野にも積極的に投稿を働きかけていきたい

と考えている。

4.石川優「ポピュラー文化の受容過程におけ

る意味生成に関する研究―同人誌の書誌形

態分析をとおして―」
（1）背景と目的

本プロジェクトでは，マンガの読者がテクストのどの

ような要素に着目し，テクストをどのように意味づけて

いるのかという点について，二次創作同人誌の書誌形態

の分析をつうじて考察する。二次創作同人誌とは，マン

ガやアニメなどの先行テクストを部分的に流用する自費

出版物を指す。これまで研究代表者は，ある物語を読む

ことから別の物語が生み出される機構について二次創作

同人誌の物語内容に焦点をあてて研究をすすめてきた。

その成果を踏まえ，本プロジェクトは同人誌の物質的な

側面に着目し，物語の「本編」以外の要素を考察対象に

含めることで，現代におけるテクストの受容と意味生成

の過程を多角的に分析することを目的とする。

（2）活動実績

まず，本プロジェクトでは同人誌即売会「コミックマー

ケット」における一次資料（特にマンガ同人誌）の収集

とフィールド調査（2014年8月），米沢嘉博記念図書館

と国立国会図書館での一次資料および研究資料の収集

（2014年11月，2015年1月～2月）をおこなった。次

に，これらの活動によって得られた一次資料について，

物語理論における「パラテクスト」（Genette,1987）概
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念を用いて分析した。パラテクストとは，文学テクスト

の周辺要素（書物の体裁や作者名など）を指す概念であ

る。本プロジェクトでは，マンガ同人誌における表紙と

裏表紙を中心にパラテクスト分析をおこなった。

（3）成果と課題

以上の活動から，キャラクターに関する図像・文字に

よる表現方法について，いくつかの特徴が明らかになっ

た。その成果の一部は，石川優「マンガ表現における

「記号性」と「身体性」」（市民講座アイアイ，サクラファ

ミリア，2014年8月29日）において公表された。今後

は，これらの成果に基づき，主に物語内容との関連から

考察を深めるとともに，論文執筆を目指す。

ニュース

119




